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は
じ
め
に

体

言
語
研
究
の
対
象
と
な
る 、
言
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
体
に
は 、
知
覚
的
な

薗
と
観
念
的
な
面
と
が
あ
る 。
文
章・
談
話
と
い
う
単
位
体
を
対
象
と
す
る
研

究
で
も
例
外
で
は
な
い 。
そ
こ
で 、
前
回
の
展
望
(
佐
久
間
ま
ゆ
み
担
当)
を
参

パロール

照
し
つ
つ 、
「
文
章・
談
話」
の
研
究
を 、
大
き
く 、
そ
の
知
覚
的
面
の
研
究
と

ラング
観
念
的
面
の
研
究
と
に
大
別
し
て
整
理
す
る 。

時
枝
誠
記
が
切
り
開
い
た 、
「
文
章」
と
い
う
単
位
体
を
研
究
対
象
と
す
る
語

学
的
研
究
が 、
こ
の
二
年
間
に
お
い
て
も 、
い
よ
い
よ
花
開
い
て
き
た
と
い
う

感
を
抱
い
た 。
そ
れ
に
伴
い 、
ま
す
ま
す 、
文
の
文
法
論
の
領
域
や
言
語
行
動

|
言
語
生
活
論
な
ど
と
の
境
域
が
裁
然
と
は
区
分
し
に
く
く
な
っ
て
き
た 。
ま

し
て 、
国
語

学|言
語
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず 、
社
会
学 、
認

知
科
学 、
心
理
学
な
ど
の
立
場
か
ら
の 、
「
文
章・
談
話」
の
研
究
も
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
る 。
更
に
は 、
国
語(
科)
教
育
や
日
本
語
教
育
の
立
場
か
ら
す
る

「
文
章・
談
話」
研
究
に
も
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
こ
の
よ
う
に

拡
大
し
た
「
文
章・
談
話」
の
研
究
を
網
羅
的
に
展
望
す
る
こ
と
は
困
難
を
き

わ
め
る 。
筆
者
の
力
量
の
上
か
ら
も 、
や
む
な
く 、

極
立
つ
動
向
を 、
課
題・

観
点
別
に
取
り
立
て
て
紹
介
す
る
と
い
う
方
法
で 、
こ
の
項
の
展
望
の
責
を
ふ

章 ・ 文文

糸

井

浩

通

さ
が
せ
て
い
た
だ
く 。

一、
主
な
著
書・
論
文
集・
雑
誌
特
集
号
な
ど

単
著
で
注
目
し
た
の
は 、
①
山
口
佳
紀『
古
代
日
本
文
体
史
論
考』
(
有
精
堂 、

mm-
4) 。

②
阪
倉
篤
義
『
日
本
語
表
現
の
流
れ」
(
岩
波
書
応 、
岩
波
セ
ミ
ナ
ー

ブ

ッ
ク
ス
必 、
mm・2) 、
③
山
梨
正
明『
推
論
と
照
応」
(
く
ろ
し
お
出
版 、
mM・ロ) 、

④
佐
治
圭
三
『
外
国
人
が
間
違
い
や
す
い
日
本
語
の
表
現
や
研
究』
(
ひ
つ
じ
書

房 、
位-
m)
で
あ
る 。

②④
は 、
「
表
現」
と
あ
り 、
文
を
超
え
る
文
法
の
領

域
に
も
わ
た
る
が 、
主
と
し
て
は 、
文
形
式
を
中
心
と
す
る
表
現
の
問
題
で
あ

る
か
ら 、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る 。
①
に
は 、
著
者
の
「
文
体」
観

に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り 、
文
体
こ
そ
が
言
語
作
品
の
本
質
を
捉
え
る
も
の

で
あ
る
と
し 、
従
来 、
微
視
的 、
部
分
的
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
文
体
研
究
に
対

し
て 、
全
体
的
に
捉
え
る
方
法
の
重
要
性
を
説
く 。

今
昔
物
語
集
の
文
体
研
究

に
は
じ
ま
っ
た
著
者
の
研
究
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献・
作
品
を
形
成
す
る
言
語

の
源
流
を
確
か
め
る
方
向
に
研
究
を
展
開
さ
せ
て
お
り 、
今
で
は 、
古
事
記
の

文
体
を
究
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る 。

③
は
従
来 、
言
語
現
象
を 、
文
法・
論
理・
レ
ト
リ
ッ
ク
の
三
つ
の
立
場
か

ら
別
々
に
対
象
と
し
て
き
た
が 、
そ
れ
ら
を
統
合
的
に
見
直
そ
う
と
す
る
著
者
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の
考
え
を
実
践
し
た一
つ
で 、
推
論
の
問
題
を
文
法
と
の
相
互
関
係
で
捉
え
よ

う
と
し 、
推
論
に
関
わ
る
う
ち 、
特
に
「
間
接
的
な
照
応
現
象
の
問
題」
に
焦

点
を
当
て
た
労
作
で
あ
る 。
語
用
論・
談
話
分
析
の
今
後
の
指
針
と
な
ろ
う 。

後
に
み
る 、
⑮
の
「
語
用
論」
(
山
梨
正
明
担
当)
に
も 、
著
者
の
「
語
用
論」
と

「
文
法」
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る 。
な
お 、
⑤
西
国
直
敏「
文
章・
文
体・

表
現
の
研
究」
(
和
泉
書
院 、
幻-
1)

小
林
良
三『
日
本
語
の
表
現」
(
和
泉
書
院 、

白・
ロ)
が
あ
っ
た 。

論
文
集
で
は 、
@
『
文
化
言
語
学
ーーその

提言と建設」
(三
省
堂 、
m出・
日)
が

注
目
さ
れ
る 。
「
文
化
言
語
学」
と
は 、
林
四
郎
の
提
言
に
よ
る 。
本
稿
で
は 、

そ
の
う
ち「
表
現
論
的
探
求」
「
文
章
論
的
探
求」
な
ど
の
章
を
中
心
に 、
注
目

す
べ
き
論
文
を
以
下
で
取
り
上
げ
て
み
た
い 。
さ
ら
に 、
研
究
雑
誌
の
特
集
に

よ
っ
て 、
こ
の
期
の
動
向
を
見
て
お
こ
う 。
『
日
本
語
学』
で
は 、
⑦「
文
章
と

談
話」
(
幻・
4) 、

⑧
「
視
点
論
の
現
在」
(
幻・
8) 、

⑨
「
省
略」
(
幻・
9) 、

⑩「
話
し
合
い」
(
mm-
4)
な
ど
の
特
集
が
あ
り 、
『
表
現
研
究」
で
は 、
⑪「
要

約
文
の
表
現
原
理」
(
日 、
幻-
9) 、

⑫
「
説
明
の
機
能」
(
郎 、
幻・
9)
が 、

『
園
語
と
園
文息子」
で
は 、
⑬「
平
安
時
代
語
研
究」(
印'
u 、
幻-
H)
に 、
「
文

章・
談
話」
に
関
す
る
論
考
が
含
ま
れ
て
お
り 、
『
日
本
語
教
育」
で
は 、
⑪「
語

用
論」
(
内 、
自・
3)
な
ど 、
そ
れ
ぞ
れ
特
集
を
組
ん
で
い
る 。
こ
れ
ら
の
雑
誌

特
集
に
よ
っ
て 、
現
在
「
文
章・
文
体」
領
域
で 、
ど
ん
な
課
題
が
ど
ん
な
観

点
か
ら
探
究
の
的
に
な
っ
て
い
る
か
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る 。
と
り
わ
け

次
の
雑
誌
特
集
が 、
今
後
の
研
究
の
方
向
を
示
唆
す
る 。

⑮
「
日
本
語
の
現
在
||現
代語の
何が
問題かp」
(『
関一
文
筆』
mm・
口 、
特
集)

中
の
「
現
代
日
本
語
論
へ
の
新
し
い
視
点」
に
「
文
章・
文
体」
領
域
の
も
の

と
し
て 、
「
指
示
語」
(
川
端
善
明
担
当) 、
「
接
続」
(
森
田
良
行
担
当) 、
「
引
用」

(
奥
津
敬一
郎
担
当) 、
「
語
用
論」(
山
梨
正
明
担
当) 、
「
談
話
分
析」(
南
不二
男
担

当) 、
「
文
体・
表
現」
(
西
国
直
敏
担
当)
が
あ
り 、
短
い
な
が
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
に

新
し
い
研
究
の
方
向
を
切
り
開
い
て
い
て 、
こ
の
立
項
項
目
自
体
に 、
こ
の
領

域
に
お
け
る
現
代
の
課
題
が
端
的
に
物
語
ら
れ
て
い
る 。
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二 、
文
章・
談
話
の
研
究

単
位
体
「
文
章」
を
対
象
と
す
る
研
究
の
う
ち 、
こ
こ
で
は 、
主
と
し
て
そ

の
ラ
ン
グ
的
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
を
取
り
上
げ
る 。
課
題・

観
点
別
に
整
理
し
て
示
す
こ
と
に
す
る 。

指
示
表
現
の
研
究
⑮
田
口
尚
幸
「
伊
勢
物
語
の
地
の
文
に
お
け
る
対
人
物

ソ
/
コ
系
指
示
語
の
使
い
分
け」
(「
園
語
圏
文
筆
報』
日 、
mm・
3) 、

⑪
馬
場
俊

臣
「
指
示
語
の
文
脈
展
開
機
能」
(「
日
本
語
学』
白・
4) 、

⑮
同
「
指
示

語ーー

後方照応の類型につい
て」
(『
表
現
研
究』
日 、
平
3) 、

⑮
近
藤
泰
弘
「
レ
系
指
示

調
の
意
味
論
的
性
格」
(
⑥
所
収) 、
⑮
糸
井
通
浩「
公
任「
三
船
の
才」
(
大
鏡)

再
考

||指示語の俄能と
語り
||」

(『
説
話
論
集」
3 、

目・
5) 。

⑩⑫
な
ど
は 、

「
語
り」
言
説
に
よ
っ
て
語
り
の
「
方
法」
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で 、
視
点

論
と
も
深
く
関
係
す
る 。
「
語
り
手」
の
認
知
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る 。
⑮
は 、

「
コ
レ」
「
ソ
レ」
系
の
指
示
詞
で
指
示
す
る
と
モ
ノ
扱
い
に
な
る一
方
で 、
な

ぜ
ヒ
ト
を
問
題
な
く

指
す
場
合
も
あ
る
の
か
を 、「
メ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー

ス
理
論
を

援
用」
す
る
こ
と
で 、
意
味
論
的
観
点
か
ら
説
明
を
試
み
た
論
考 。
上
に
示
し

た
⑮
所
収
の
「
指
示
語」
(
川
端
善
明
担
当)
は 、
こ
れ
ま
で
の
「
コ・
ソ・
ア・

ド」
体
系
の
論
を
よ
く

整
理
し
な
が
ら
新
見
を
示
し
て
お
り 、
今
後
必
ず
触
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
論
と
な
っ
て
い
る 。
「
指
示」
機
能
に
つ
い
て
は 、
認
知
言
語
学
な

ど
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
テ
l

マ
と
思
わ
れ
る 。
な
お 、
馬
場
に

は
「
指
示
語
系
接
続
詞
と
指
示
調
ll「そうして」「こ
うして」
を例と
して」
(『
語
学

文
学』
白 、
mm
・
3)
が
あ
る 。



体

接
続
表
現
の
研
究

文
と
文
と
の
連
接
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
き

た 。
@
後
藤
英
次
「
平
安・
鎌
倉
時
代
の
記
録
体
に
お
け
る
並
立
の
接
続
詞
に

つ
い
て
ll「オヨピ」
と「ナラピニ」」
(『
国
語
学
研
究」
ロ 、
幻-
3) 、

⑫
佐
久
間

ま
ゆ
み
「
接
続
表
現
の
省
略
と
用
法」
(『
園
文」
打 、
位-
8) 、

⑮
趨
慧
欣
「
接

続
表
現
に
つ
い
て
||文章中で

接続機能と
修飾機能を果たす 、
い
わゆる
副詞等を中心に

||」
(『
表
現
研
究」
目 、
ω
・
3) 、
@
多
門
靖
容
「
文
章
の
談
話
分
析
||「し

かし」
前後半の
接続展開調査
|」

(『
日
本
語
学」
幻・
4) 、

⑮
有
賀
千
佳
子
「
対
話

に
お
け
る
接
続
調
の
機
能
に
つ
い
て
||「そ
れで」
の
用法を手がか
りに
||」

(『
日

本
語
教
育」
乃 、
自・3) 、
@
赤
羽
根
義
章
「
接
続
詞「
で
も」
「
そ
れ
で
も」
「
と

こ
ろ
が」
「
そ
れ
ど
こ
ろ
か」
を
め
ぐ
っ
て」
(「
詞
林」
ロ、
的出-
m)
な
ど。
森

田
良
行
は 、
⑮
所
収
の
「
接
続」
で 、
「
接
続
研
究
は 、
結
局
は
文
や
文
章・
談

話
の
意
味
研
究
に
帰
す
る」
と
述
べ
て
い
る 。
⑫
は 、
「
省
略(
表
現
こ
の
問
題

に
も
関
わ
っ
て
お
り 、
接
続
表
現
に
つ
い
て
の
研
究
領
域
を
広
げ
て
い
て
注
目

さ
れ
る 。

要
約
に
関
す
る
研
究
近
年
目
立
つ
研
究
課
題
の一
つ
が 、
こ
の「
要
約(
文
こ

の
研
究
で
あ
る 。
こ
の
課
題
は
従
来
か
ら 、
国
語
(
科)
教
育
|

特
に 、
そ
の

読
解
指
導
上 、
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が 、
近
年 、
「
日
本
語
教
育
や
英
語

教
育
等
の
外
国
語
教
育
の
課
題
と
し
て
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り 、
ま
た 、

機
械
抄
録
の
開
発
や
認
知
科
学
の
分
野
か
ら 、
要
約
規
則
に
関
す
る
新
た
な
検

討
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る 。」
(
⑧
の
佐
久
間
ま
ゆ
み
の
言)
こ
こ
に
浮
上
し
て
き

た
研
究
課
題
で
あ
る 。
こ
の
動
向
を
象
徴
す
る
の
が 、
表
現
学
会(
平
成
四
年
度 、

松
筑
波
大
学)
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
要
約
文
の
表
現
原
理」
で
あ
っ
た 。
「
表

現
研
究」
(
明
白・
9)
は 、
そ
の
特
集
(
⑪)
で 、
パ
ネ
リ
ス
ト・

司
会
者
の

論
文
を
掲
載
す
る 。
⑫
田
中
章
夫
「
文
章
の
題
名 、
要
約
文
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の

関
連
性」 、
⑮
鳴
島
甫
「
要
約
文
の
表
現
原
理
に
つ
い
て
の一
考
察」 、
⑮
佐
久

章 ・ 文文

閉
ま
ゆ
み
「
要
約
文
の
表
現
原
理
||シン
ポジウムの
司会をして」
が 、
そ
れ
で
あ

る 。
他
に 、
⑩
高
崎
み
ど
り「
書
き
こ
と
ば
に
お
け
る
伝
達

14
T
要約につい

て
|」

(『
園
文」
η、
m出・
8) 、
⑪
津
田
深
雪
「
学
術
論
文
の
要
旨
の
表
現
特
性」

(『
表
現
研
究』
幻 、
mm・3) 、
@
佐
久
間
ま
ゆ
み
「
要
約
文
の
類
型
分
類」
(
⑥
所

収) 、
@
土
部
弘
「詳細
説・
評
論
の
主
題
と
要
旨」
(『
国
語
表
現
研
究」
6、

mm・

3) 、
@
石
井
正
彦
「
臨
時一
語
と
文
章
の
凝
縮」
(「
園
語
四時三
問、
mm・
6)
な

ど
が
み
ら
れ
た 。
@
は 、
「
凝
縮
的
な
文
章」
と 、
要
約
化 、
く
り
こ
み 、
臨
時

一
語
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る 。
近
年
の 、
こ
の
動
向
の
先
導
者
は 、
佐
久
間

ま
ゆ
み
の
論
考
で
あ
る 。
そ
の
点 、
⑮
が
参
考
に
な
る 。

反
復 、
く
り
か
え
し 、
応
答
な
ど
「
会
話」
の
研
究
も
う一
つ 、
近
年
の
目

覚
し
い
研
究
は 、
「
話
し
こ
と
ば」
の
そ
れ
で
あ
る(
待
望
久
し
い 、
三
尾
砂
著『
話

し
こ
と
ば
の
文
法』
の
復
刊
も
予
定
さ
れ
て
い
る) 。
な
か
で
も 、
「
会
話」
に
関
す

る
も
の
が
目
立
つ 。
言
語
活
動
|

言
語
生
活
の
領
域
と
重
な
る
か
も
知
れ
ぬ
が 、

こ
こ
で
主
な
論
文
を
確
か
め
て
お
き
た
い 。
「
日
本
語
学」
の
特
集(
⑩)
も
あ

っ
た
が 、
他
に 、
@
中
田
智
子「
会
話
の
方
策
と
し
て
の
く
り

返
し」
(『
国
研・

研
究
報
告
集』
口 、
位-
3) 、

@
尾
崎
明
人
「
接
触
場
面
の
訂
正
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

||「聞き
返し」
の
発話文換をめぐっ
て
||」

(『
日
本
語
教
育』
飢、
mm-
U) 、
@
藤

原
真
理
「
対
話
に
お
け
る
相
づ
ち
表
現
の
考
察「そうですか」「そうですね」
等を
中

心に」
(『東
北
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
論
集」
3 、

mm・9) 、
⑩
野
村
美
穂
子「断

り
の
表
現
1|コ
ミュニ
ケーショ
ンと合意」
(『
言
語
学
論
叢」
叩・口 、
位-
m) 、
⑮

今
石
幸
子
「
電
話
の
会
話
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー」

(『
日
本
語
学』
日・
9) 、

⑩
内
田

伸
子
「
会
話
行
動
に
見
ら
れ
る
性
差」
(『
日
本
語
学』
mm'
5

特
集
「
女
性
語」
所

収) 、
@
重
光
由
加
「
会
話
の
パ
タ
ー
ン」
(
向
上) 、
@
森
山
卓
郎
「
否
定
の
応

答
付
加
表
現
を
め
ぐっ
て」
(『
日
本
語
教
育』
別 、
mm-
U)
な
ど 、
特
に
日
本
語

教
育
か
ら
の
要
請
の
強
い
研
究
課
題
と
み
ら
れ
る 。
な
お 、
野
村
真
木
夫
「
日

93 



常
的
な
会
話
に
お
け
る
話
題
の
転
換
と
割
り
込
み
の
機
能」
(『
弘
学
大
語文』
同

』
問 、
目
・
3)
が
あ
る 。

そ
の
他
の
「
話
し
こ
と
ば」
の
研
究
を
拾
っ
て
み
る
と 、

⑮
茂
呂
雄
二・
小

高
京
子
「
日
本
語
談
話
研
究
の
現
状
と
展
望」
(『
国
研・
研
究
報
告
集」
U 、
mm・

3)
の
「
談
話」
は 、
話
し
こ
と
ば
の
意
味
で 、
こ
の
分
野
の
研
究
動
向
を
知
る

上
で
参
考
に
な
る 。
こ
の
期
の
論
文
に
は 、
⑩
湯
通
堂
誠
「
命
令・
依
頼
の
表

現」
(『
日
本
語・
日
本
文
化
研
究」
2 、
幻-
H) 、
⑮
川
成
善
香
「
依
頼
表
現」

(「
日
本
語
学」 、
特
集「
女
性
語」
所
収) 、
⑮
氏
家
洋
子「
日
本
語
表
現
と
性
差
別

||払的話しことばにおける
性差形成の
検討を通して」(『
日
本
文
学』
引
口 、
ω-
H) 、

@
熊
取
谷
哲
夫・
村
上
恵
「
表
現
類
型
に
見
る
日
本
語
の
『
助
言」
の
伝
達
方

略」
(『
表
現
研
究』
目 、
幻-
3) 、

⑮
鈴
木
陸
「
女
性
語
の
本
質
||丁寧さ・

発話

行為の
視点から
l」

(『
日
本
語
学」 、
特
集
「
女
性
語」
所
収)
な
ど
が
あ
っ
た 。

そ
の
他

ll文
章
論・
語
用
論
な
ど

文
章
論
関
係
で
は 、
⑦
の
『
日
本
語
学」

特
集
の
掲
載
論
文
の
外
に 、
⑩
水
戸
光
子
「
文
の
機
能
に
基
づ
く

新
聞
投
書
の

文
章
講
成」
(『
表
現
研
究』
町 、
ω・3)
が
あ
り 、

⑩
林
四
郎
「
語
の
意
味
づ
き

と
意
味
づ
け 、
そ
の
循
環」
(『
国
語
学』
川 、
mm-
U)
は 、
語
の
意
味
を 、
語 、

文 、
文
章
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
違
い
で
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の 。「
表
現
研
究」

の
特
集
⑫「
説
明
の
機
能」
が
注
目
さ
れ
る 。
こ
れ
は 、
表
現
学
会(
島
根
女
短

大)
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
り 、
小
田
油
夫 、
野
村
真
木
夫 、
土
部
弘

(
司
会)
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら 、
テ
ー

マ
に
沿っ
た
提
言
を
し
て
い
る 。

「
描
写」
に
対
立
す
る
「
説
明」
の
言
語
を 、
所
謂
「
説
明
文」
の
意
味
で
捉
え

る
の
で
な
く 、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
中
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え

よ
う
と
し
た
も
の
で 、
日
本
の
物
語
論
に
お
け
る
「
草
子
地」
の
問
題
も 、
こ

の
領
域
に
入
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
文
章
論
の
新
し
い
展
開
を
示
し

て
い
る 。
な
お 、
⑪
中
村
吉
秀
「
描
写
度
と
文
体」
(「
表
現
研
究」
目 、
mm・
-

が
あ
る 。
こ
れ
は 、
中
村
の一
連
の
研
究
の一
つ
で
あ
る 。
語
用
論
関
係
で
は 、

@『
日
本
語
教
育』
(
乃 、
自・3)
が「
語
用
論」
を
特
集
し
て
お
り 、
そ
の
他 、

@
斎
藤
令
子
「
心
情
述
語
の
語
用
論
的
分
析
||使い

分け現象の
記述を
中心として

||」
(『
日
本
語
学」
日
7 、

平
6) 、

⑭
田
窪
行
則
「
談
話
管
理
の
標
識」
(
⑥

所
収) 、
@
宮
崎
和
人「「
1

ダ
ロ
ウ」
の
談
話
機
能
に
つ
い
て」
(「
国
語
学」
問 、

目・
ロ)
な
ど
が
み
ら
れ
た 。
先
に
見
た
山
梨
正
明
の
論
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る 。
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=一 、
文
体・
表
現
の
研
究

こ
こ
で
は 、
単
位
体
「
文
章」
の 、
主
と
し
て
パ
ロ
i

ル
的
側
面
の
研
究
を

主
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る 。

ヂイスクール

語
り
の
言
説
近
年 、
特
に
文
学
の
側
に
お
け
る「
語
り」
の
言
説
の
研
究
が

盛
ん
で
あ
る
が 、
@
涌
井
隆「
近
世
の
文
章
語
と
語
り」
(『
日
本文
学』
mm-
m) 、

⑪「「
好
色
五
人
女」
に
お
け
る「
語
り」
の
位

相||西鶴の
視点距離を中心に
||」

(『
国
語
国
文
学
誌」
目
・
ロ)
な
ど 、
近
世
の
作
品
に
も
及
ん
で
来
て
い
る 。
近

代
の
作
品
に
つ
い
て
も 、

@
河
野
智
子
「
移
行
す
る
「
今」
と
語
り
手
の
関
係

||谷崎潤一
郎「痴人の愛」
をテキストとして」
(「
表
現
研
究」
筒 、
mm・
9) 、

@
江

藤
茂
博
「
芥
川
竜
之
介
『
羅
生
門」
論
||「語り

手」
の優位性と重一層的テキスト空

間
||」

(「
日
本文
学」
似
・1)

な
ど
が
あ
っ
た 。
中
で
も
「
語
り」
の
言
説
に

お
け
る
「
視
点」
論
が
盛
ん
で
あ
り 、

⑩
丹
羽
哲
也
「
過
去
形
と
叙
述
の
視
点」

(『
園
語
圏
文』
日1
9、
位-
9) 、

⑪
糸
井
通
浩「
小
説
官
頭
表
現
と
視
点
||「は
/

が」
の語用論的考察」(⑥所
阜 、
⑫
同
「
視
点
と
語
り」
(『
表
現
学
論
考」
3
所
収 、

白・
ロ)
が
あ
り 、

⑪
や
⑮
⑮
の
「
語
り
手」
を
捉
え
た
も
の
も 、
広
い
意
味
で

は
ま
た 、
「
語
り」
に
お
け
る
視
点
の
問
題
に
還
元
し
う
る
も
の
で
あ
る 。

視
点
に
対
す
る
関
心
は 、
「
語
り」
の
言
説
論
に
と
ど
ま
ら
ず 、
様
々
な
研
究



領
域
に
お
い
て
み
ら
れ
る 。
そ
う
い
う
視
点
論
の
広
が
り
は 、
『
日
本
語
学」
の

特
集
「
視
点
論
の
現
在」
(
⑧)
に
み
る
こ
と
が
で
き
る 。
十
本
の
論
文
を
掲
載

す
る 。
な
お 、
松
木
正
恵
「
文
末
表
現
と
視
点」
(
早
大
『日
本
語
研
究
教
育
セ
ン

タ
ー

紀
要』
5 、

mm
・
3)
が
あ
る 。

ま
た 、
@
塚
原
鉄
雄
「
芥
川
竜
之
介
の
羅
生
門」
(『
二
松』
6、
白・3)
は 、

文
末
の
タ
形
文・
非
タ
形
文
の
区
別
に
よ
っ
て
作
品
構
成
を
考
え
た
も
の
で
あ

る
が 、
先
の
⑩
や
⑭
野
田
尚
史「
テ
ン
ス
か
ら
見
た
日
本
語
の
文
体」(
⑥
所
収) 、

⑮
松
本
邦
夫
「
枕
草
子
の
『
回
想』

||〈はなしv
と〈かたり〉
の位

相|」
(『
古

代
文
学
研
究』
第二
次
2
号 、
mm-
m) 、
@
同
「
枕
草
子 、
日
記
的
章
段
の
固
有

名
と
「
き」」
(「
国
語
年
誌」 、
mm・ロ) 、
@
野
村
真
木
夫
「
時
間
の
表
現
の
テ
ク

ス
ト

的
機
能」
(『
表
現
研
究』
回 、
mm・9)
な
ど
も 、
「
語
り」
言
説
の
研
究
で

あ
り 、
ま
た 、
「
視
点」
と
も
深
く
関
わ
っ
た
研
究
的
観
点
で
あ
る 。

古
典
文
体
の
史
的
研
究
対
象
と
す
べ
き
作
品・
文
献
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め 、

こ
の
面
の
研
究
も
な
お
盛
ん
で
論
文
も
多
い 。
中
で 、
⑮
沖
森
卓
也
「
文
体
の

史
的
研
究
に
関
す
る
覚
書」
(『
圏
諸
と
園
文
筆』
ω'
口 、
幻-
U) 、
⑩
小
林
千
草

「
文
章
研
究
の
歴
史
と
現
在
||通過点とし
ての
中
世
|1」

(『
日
本
語
学』
幻・4)

が 、
文
章・
文
体
研
究
の
課
題
を
整
理
し 、
ま
た
新
し
い
方
向
を
示
し
て
も
い

る 。
な
お 、
沖
森
に
は 、
「
風
土
記
の
文
体
に
つ
い
て」
(『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記

念
国
語
学
論
集』 、
白13
所
収)
が
あ
る 。
以
下
目
に
つ
い
た
論
考
を
列
挙
し
て
お

ノ\

体

⑩
宇
都
宮
陸
男
「「
三
宝
絵』
の
表
現
||前田家本の

場合」
(『
解
釈』
おI
I 、

目・
l) 、

⑪
山
本
真五口「
平
安
時
代
中
後
期
追
善
願
文
の
文
章
構
成」
(『三
重
大

学
日
本
語
学
文
学」
4 、
mM・3) 、
⑫
渡
辺
仁
作
「
枕
草
子
類
纂
も
の
の
文
体
と

意
義」
(『
解
釈」
ml
l 、

mm・
-) 、

⑮
糸
井
通
浩
「
枕
草
子
の
語
法一
つ
||連

体接『なり」
の場合」
(『
園
語
と
園
文
学』 、
ω'
u 、
m出・日) 、
⑪
西
田
隆
政
「
源
語

章・ 文文

須
磨
の
表
現
構
成
||助動詞
「ぬ」
による段落構成
||」

(「
中
古
文
学』
日、
mm・

5) 、
⑮
根
来
司「
謙
譲
語
か
ら
見
た
源
氏
物
語
の
文
章」
(「
園
語
と
園
文
学」
ω

1日 、

m平
日) 、
⑮
竹
内
美
智
子
「
源
氏
物
語
の
文
章
||平安朝文章史記述の

為の

一
つ
の
試み
||」

(
向
上) 、
⑪
倉
田
実「
源
氏
物
語
の
頭
中
将
と「:::
人」
表
現」

(『
大
妻
国文」
M 、
目・3) 、
⑮
藤
井
俊
博
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
と
法
華
験
記

l
「
更
ニ
無
シ」
を
め
ぐっ
て」
(『
園
語
皐』
川 、
mm・
- 、
⑮
谷
光
忠
彦
「
今

昔
物
語
集
の
「
あ
り」
と
「
ゐ
る」」
(
⑥
所
収) 、
⑩
福
田
益
和
『
愚
管
抄」
の

文
章
と
語
法
管
見」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
関 、
幻-
3)

池
上
誠
司
「
字
治
拾

遺
物
語
の
表
現
機
構
||「あ
きまし」
を
中心として
||」

(『
日
本
文
芸
研
究」
uH)

小
林
健
二
「「
山
鹿
物
語」
の
語
り
物
的
性
格

||文体の
考察を通して
||」

(『
大

谷
女
子
大
国文』
n)
久
保
田
篤
「『
東
海
道
名
所
記」
の
文
章
の
特
色」
(
茨
城

大
『
人
文
学
部
論
集』
お)
な
ど
が
あ
り 、

⑪
森
野
宗
明
「
待
遇
表
現
の
諸
相
|

|平安時代の文学作品にみられる夫婦の口舌の描写を中心に
||」

(『
表
現
研
究」
節 、

白・
9)
が 、
待
遇
表
現
と
し
て
の
語
象
選
択
に
み
ら
れ
る 、
表
現
意
図
を
鋭
く

読
み
と
っ
て
お
り 、
こ
と
ば
に
即
し
て
表
現
を
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
ら
せ
る

文
体
研
究
の
あ
り
方
と
し
て
示
唆
深
い
論
考
で
あ
る 。

文
章
体
の
研
究
パ
ロ
l

ル
的
側
面
の
文
体
研
究
の
う
ち
で
も 、
よ
り
類
型(
ジ

ャ
ン
ル
別)
的
文
体
的
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
を 、
文
章
体
の
研
究
と
し

て
こ
こ
に
ま
と
め
て
み
た
い
が 、
個
々
の
論
文
の
対
象
が 、
裁
然
と
「
文
体」

と
「
文
章
体」
に
区
分
で
き
る
も
の
で
も
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る 。

⑮
近
藤
泰
弘
「
仁
明
天
皇
四
十
宝
算
賀
輿
福
寺
大
法
師
等
長
歌
に
つ
い
て」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
卵 、
mw・3)
は 、
敬
語
な
ど
に
注
目
し
て 、
こ
の
長
歌

が 、
奈
良
時
代
語
と
平
安
時
代
語
と
い
う
こ
つ
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘

し
た
論
文
で 、
①
の
山
口
著
書
に
お
け
る
研
究
と

併
せ
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
提
起
で
あ
る 。
⑮
糸
井
通
浩
「
か
な
散
文
と
和
歌
表
現
||発想・

表
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現の位

相||」
(『
和
歌
と
物
語』
和
歌
文
学
論
集
3
所
収 、
mM・9)
は 、
散
文
と
韻

文(
和
歌)
と
の
表
現
上
の
類
型
的
な
違
い
を 、
文
末
形
式
の〈
な
ら
む〉
と〈
な

る
ら
むV
と
の
違
い
や 、
用
い
ら
れ
た
形
容
調
の
違
い
と
い
う
語
嚢
的
側
面 、

さ
ら
に
は 、
複
合
名
調
や
連
句
の
使
用
上
の
違
い
な
ど
に
注
目
し
て 、
散
文
と

韻
文
の
発
想
上
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
表
現
上
の
違
い
に
反
映
し
て
い
る
か
を

追
求
す
る 。
⑩
峰
岸
明
「『
本
朝
文
粋』
の
文
章
に
つ
い
て
||日本漢文文体制定

の
基準を求めて
||」

(『
園
語
と
園
文
祭』
印I
U 、
早
川) 、
⑮
西
村
浜
子
「
平
安

時
代
の
解
文
に
見
ら
れ
る
裁
許
要
請
文
言
の
類
型
に
つ
い
て」(『
表
現
研
究』
幻 、

mm・3) 、
⑮
月
本
雅
幸「
院
政
期
の
訓
点
資
料
に
お
り
る
助
動
調」
(「
国
語
と
園

文
筆』
ωt
H 、
白・日) 、
⑪
田
中
笠一
「
口
承
文
芸
の
表
現
研
究
||民話と田植

歌を手がかりに
||」

(『
表
現
研
究』
問 、
mm・
9) 、

⑧
佐
竹
秀
雄
「
昭
和
軽
薄
体

と
新
言
文一
致
体」
(『
武
庫
川
女
大
言
語
文
化
研
究
年
報」
4 、

位-
3)
な
ど
が

あ
り 、

⑩
柳
田
征
司
「「
修
行
者
あ
ひ
た
り」
型
表
現
の
来
由」
(
⑥
所
収)
は 、

従
来
の
説
に
疑
問
を
呈
し 、
き一口
語
事
象
に
は 、
「
で
き
る
な
ら
ば 、
あ
り
ふ
れ
た

説
明
を
加
え
た
い」
と
い
う
考
え
に
立
っ
て 、
「
出
会
い
が
無
意
志
的
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
す」
表
現
と
い
う
解
釈
を
展
開 、
柳
田
の
構
想
す
る
国
語

史
の一
つ
に
組
み
込
ま
れ
る
論
考
で
あ
る 。

そ
の
他

修
辞・
レ
ト
リ
ッ
ク
に
関
す
る
も
の
で
は 、
⑩
半
沢
幹一
「
古
代
和

歌
の
火
喰」
(『
表
現
研
究」
町 、
mm
・
3) 、

⑪
大
嶋
真
紀
「
川
端
康
成
『
雪
国」

の
比
喰
表
現」
(
向
上) 、
⑫
橋
本
敬
司
「
芭
蕉
の
「
風」
を
巡
っ
て
||風のイメ

LY
--」

(
向
上)
な
ど
が
自
に
つ
い
た 。

近
年
目
立
っ
て
き
た
こ
と
に 、
比
較 、
対
照
研
究
に
お
い
て 、
尋問」
「
文」

を
超
え
て 、
「
文
章」(
表
現)
を
対
象
と
す
る
研
究
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る 。
こ
れ
も 、
日
本
語
教
育
が
充
実
し
て
き
で 、
日
本
語
の
研
究
者

の
層
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
理
由
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る 。
⑮
石

綿
敏
雄「
抽
象
的
表
現
と
具
体
的
表
現
|日欧表現比較|」

(
⑥
所
収) 、
⑩
張
鱗

声「
中
日
所
在
表
現
の
対
照
研
究」
(
⑥
所
収) 、
⑮
仁
木
久
恵「
日
英
語
表
現
の

比
較
||「貸す」
と「借りる」
をめぐっ
て
||」

(
⑥
所
収) 、
⑩
佐
々
木
倫
子
「
わ

か
り
き
っ
た
質
問
に
答
え
る
時
||日英対照 、

応答疑問文」(
⑥
所
収) 、
⑪
大
原
由

美
子
「「
女
こ
と
ば」
の
ピ
ッ
チ
||日英語の比較」

(『
日
本
語
学』 、
特
集
「
女
性

諮」
所
収) 、
⑩
稗
島一
郎「
広
告
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
日
英
語
表
現
の
比
較」

(『
表
現
研
究』
町 、
位-
3)
な
ど
が
み
ら
れ
た 。

な
お 、
以
上
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
も
の
で 、
次
の
論
稿
が
あ
っ
た 。

⑩
牧
恵
子「「
題
名」
の
も
つ
表
現
性

|l絵本の場合」
(『
あい
の
会
国
語
試
論」

6 、
平
3) 、

⑩
中
村
吉
秀
「
描
写
度
指
数
を
用
い
た
文
章
分
析」
(『
国
語
と
教

育』
げ 、
位-
3) 、

⑩
長
田
久
男
「
文
章
に
お
け
る
文
の
意
義
の
配
列
と
連
関」

(『
岐
阜
女
子大
学
紀
要」
幻 、
MM・
2) 、

⑩
神
尾
暢
子
「
王
朝
「
塗
籍」
の
表
現

機
能」
(『
国
語
表
現
研
究」
5 、

犯・3) 、
⑩
伊
土
耕
平
「
論
説
文
の
意
味
構
造」

(『
奈
良
大
学
紀
要』
初 、
位-
H) 、
⑩
井
倉
美
江
「
表
現
姿
勢
か
ら
と
ら
え
た
叙

述
の
様

相||猫写の位置づりをめざして
||」

(『
学
大
国文』
お 、
平
2) 、

@
阿

久
津
忠「
源
氏
物
語 、
字
治
十
帖
の
表
現
技
法
1L昔の人」の用語をめぐっ
て
||」

(『
文
体
論
研
究』
お 、
幻-
3) 。

ま
た 、
⑮
中
村
明
「「
文
体」
概
要
の
変
遷」
(『
日
本
語
史
の
諸
問
題」
辻
村
敏

樹
教
授
古
稀
記
念 、
ω・
3)
が
あ
っ
た 。
た
だ
し 、
こ
こ
で
は
作
家・
作
品
の

文
体
研
究
に
つ
い
て
は 、
本
稿
で
は
特
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た 。

な
お 、
解
釈
学
会
の
表
現
学
大
系
は 、
ひ
き
つ
づ
き
刊
行
中
で
あ
り 、
こ
の

期
に
は 、
「
表
現
指
導
の
原
理
と
方
法
二』
(
各
論
篇
初 、
幻-
3)
と
「
表
現
学

と
諸
科
学」
(
総
論
篇2 、
mm-
3)
と
が
出
た 。

96 



お
わ
り
に

筆
者(
本
稿
担
当
者)
の
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
厚
く 、
な
い
と
こ
ろ
は
薄

く
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い 。
そ
の
上 、
力
量
の
こ
と
や
身
辺
事
情
の
こ
と
も

重
な
っ
て 、
遺
漏
の 、
注
目
す
べ
き
論
考
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る 。
ま
た 、
ほ

と
ん
ど
コ
メ
ン
ト

す
る
余
裕
が
な
く 、

論
稿
の
列
挙
に
終
わ
っ
た
こ
と
も
合
わ

せ
て 、
大
方
の
御
寛
怒
を
乞
い
た
い 。
課
題・
観
点
別
に
整
理
し
て
み
た
が 、

必
ず
し
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
な
い
部
分
も
あ
ろ
う 。
一
つ
の
論
文
が 、
い
く

つ
か
の
顔(
観
点)
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る 。
し
か
し 、
以
上 、
こ
の
領
域

に
関
し
て 、
読
者
が
展
望
し
て
い
た
だ
く

上
で 、
な
ん
ら
か
の
目
安(
助
け)
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る 。

||
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

||

体章・ 文文
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